


































































































































































































































































01私はすぐに人と親しくなるほうだ .834 .052 -.075 .703
07私は知り合いができやすいほうだ .763 -.049 -.013 .585
18初めて会った人とでも上手くやっていける自信がある .733 -.064 -.007 .541
04私は人に好かれやすい性質だと思う .696 -.168 -.052 .516
11気軽に頼ったり頼られたりすることができる .519 -.094 -.243 .337
15たいていの人は私の事を好いていてくれていると思う .510 -.254 .024 .326
第Ⅱ因子 両価性尺度
12時々友達が本当は自分を好いてくれていないのではないかと思うことがある -.103 .765 .202 .637
05人はいやいや私と接しているのではないかと思うことがある -.116 .699 .179 .534
03ちょっとしたことですぐ自信をなくしてしまう -.031 .691 .008 .478
13あまり自分に自信が持てない方だ -.162 .672 -.046 .480
17自分を信用できないことがよくある -.118 .588 .157 .384
09私はいつも人と一緒に居たがるので，時々人から疎まれてしまう .001 .332 -.052 .113
第Ⅲ因子 回避性尺度
06あまり親しくされたり，こちらが望む以上に親しくされるとイライラしてしまう .004 .151 .691 .500
08どんなに親しい間柄であろうと，あまりなれなれしい態度をとられると嫌になってしまう -.030 .089 .598 .367
16あまり人と親しくなるのは好きではない -.329 -.037 .552 .415
10人は全面的には信用できないと思う -.119 .148 .448 .237
14私は頼らなくとも自分ひとりで十分に上手くやっていかれると思う .066 -.102 .419 .190
因子寄与率（%） 25.37 15.23 12.157




Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
第Ⅰ因子 短気
17ばかにされると，すぐ頭に血がのぼる .810 .025 -.094 -.014 .666
07たいした理由もなくかっとなることがある .666 -.019 .053 -.183 .480
10かっとなることを抑えるのが難しいときがある .612 .014 .111 .083 .393
15いらいらしていると，すぐ顔に出る .524 -.133 .080 .129 .315
01ちょっとした言い合いでも，声が大きくなる .466 -.119 .022 .237 .288
第Ⅱ因子 身体的攻撃
20殴られたら，殴り返すと思う -.119 .792 .020 .119 .656
18挑発されたら，相手を殴りたくなるかもしれない .325 .561 -.090 -.027 .429
03人を殴りたいという気持ちになることがある .225 .556 .139 -.131 .396
05相手が先に手を出したとしても，やり返さない .081 -.541 .011 -.017 .230
09権利を守るためには暴力もやむを得ないと思う .055 .516 .004 .054 .272
13どんな場合でも，暴力に正当な理由があるとは思えない .197 -.509 -.027 -.030 .299
第Ⅲ因子 敵意
22陰で人から笑われているように思うことがある .007 -.103 .768 .072 .606
11友人の中には私のことを陰であれこれ言っている人がいるかもしれない .124 -.017 .716 -.088 .536
14私を嫌っている人は結構いると思う .039 .075 .606 .005 .374
06私を苦しめようと思っている人はいない .052 -.122 -.473 -.006 .241
第Ⅳ因子 言語的攻撃
21友達の意見に賛成できないときには，はっきり言う -.199 .058 .148 .739 .611
04自分の権利は遠慮しないで主張する .038 .135 -.073 .604 .390
16誰かに不愉快なことをされたら，不愉快だとはっきり言う .265 -.023 -.197 .467 .328
08意見が対立したときは，議論しないと気がすまない .305 -.065 .070 .401 .263
因子寄与率（%） 25.39 11.22 10.17 7.12
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短気 身体的攻撃 敵意 言語的攻撃
怒り表出尺度
怒り表出 .474*** .396*** .269*** .396***




短気 身体的攻撃 敵意 言語的攻撃 怒りの表出 怒りの抑制
安定性尺度 .035 -.117* -.296*** .226*** -.020 -.084
両価性尺度 .378*** .022 .569*** -.066 .214*** .127*




短気 身体的攻撃 敵意 言語的攻撃 怒りの表出 怒りの抑制
安定性尺度 .148** -.152** .246***
両価性尺度 .386*** .506*** .187***
回避性尺度 .143** .228*** .161*** .111* .151** .270***
























































































安定性尺度 4.04（.57） 3.00（.70） 2.85（.70） 107.9*** 安定群＞両価群,回避群
両価性尺度 3.02（.72） 4.24（.61） 3.28（.68） 127.8*** 両価群＞回避群>安定群

















































































短気 2.68（.81） 3.03（.79） 2.71（.73） 7.87*** 両価群＞安定群、回避群
身体的攻撃 2.70（.81） 2.81（.77） 3.18（.74） 6.07** 回避群＞安定群、両価群
敵意 2.83（.67） 3.44（.62） 3.16（.78） 30.74*** 両価群＞回避群＞安定群
言語的攻撃 2.93（.74） 2.70（.71） 2.83（.65） 3.61* 安定群＞両価群
怒りの表出尺度
怒りの表出 2.57（.60） 2.76（.62） 2.69（.63） 3.38* 両価群＞安定群








































































































































ment scoring and classification system.
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